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中国の 「現代化 」 とデザ イ ンー 閧越道 中所見一
向 井 正 也
今年5月 は じめ,ち ょっ とユニー クな訪 中団に加 わって,は じめて福 建省 を
訪れ,そ の三都,廈 門,泉 州,福 州 を視察 するこ とが出来た。その全行程 は,
起点 が広 州で 終点が上海,往 きは大 阪か ら空路 を香 港経 由,帰 りは上 海か ら
「鑑真」で神 戸へ の48時間の船旅であった。
この訪 中の企画 と推進 の中心 は神 戸大学OBで 元天津大学建築学部講師 の石
東直子女史で,団 員の構成 は,団 長が京都 大学 の西 山卯三名誉教授,副 が 同 じ
く三村浩史教授 の他 は少数 の例外 を除いて,ほ とんどが神戸大学 関係 の建築専
攻 の人た ちであ った。
この旅行 団の名称 は,最 初 は 「西 山先生 との中国の旅」 だったが,の ちに
「中国南海沿岸 の民居 ・城市 の散策」 と,ち ょっぴ り中国風 の よび名 に更 め ら
れた。旅の終 りに上海での同済大学への公式訪問が 日程 に組み こまれていた他
は,全 くこの名称の とお りの気楽 な物見遊山の,そ れに場所柄,し ば しば強烈
なグルメの楽 しみ をも加えた,10人そ こそ この小 人数 による結構 な道 中だった
が,一 面で は もとよ り,人 それぞれのプ ロフ ェッシ ョナルな意図 をもふ くむ研
修 の旅で もあ った。
この意味で は,私 にとって今度 の旅の 目的 は,基 本的には近年にな って,鄰
小平 の指導の下 に,ブ ル ジ ョア的自由化路線 を歩んで来 た中国が,建 築を中核
とする生活文化一般の上で どの ような変化 を示 して来ているか をこの 目で検証
し,か つ資料 を蒐集す ることであった。
私 の訪 中は今度 が3度 目で,最 初 は1966年秋,「訪 中兵庫学術代表 団」 の一
員 として約1ヶ 月 問,ほ とんど中原 の地 に限 って,各 地を視察 した ものだが,
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時あたか も文化大革命の まっただ中で,日 米 を敵 と し,さ らにはソ連 と も袂 を
分かった臨戦体制 に も近い非常 時態 の下で,建 築 をはじめ とす る中国の生活文
化は全般 として きわめて シビアな状況下 に置かれていた。 その後20年の現在の
中国か ら見 ればまさに隔世の感がある。当時 は時々街 角で,女 子 をも含 む 「民
兵」 の一団が,隊 伍 を組み銃 をかつ いで行進 してい るのにぶつ か り,あ た ら花
のつ ぼみを と,工 人服 に身 を固めた少女 たちを愍れに思 った ものだが,い まや
中国は,日 本で まで ファ ッシ ョン ・シ ョウを行 うといった程の変 りようであ る。
こ うした中国の文化の近代化 ・自由化 は建築 ・デザ イ ンの面で も,も とよ り
現 象的 にも急激 な変化 を生み,そ れが数 々の問題点をふ くむものである事 は,
もとよ り行 く前か らある程度 はわかっていたが,実 地 でそ れに目の当 り接 する
こ とで,は っき りした形で の関心事 とはなった。 厂果 して こん なや り方 でいい
ものだろうか」 とい うのがその結論的 な私の感想 である。
文化大革命当時の中国の建築創造 に関す る党の方針 と して よく引 き合 いに出
された スローガンに 「功用,経 済,在 可能条件下注意美観」があったが,80年
代以 降,21世紀 まで に 「4つの現代化」 の達 成 をめ ざす経 済政策 の大転換 に
よって,い まや上記 スローガ ンの 中でのペ ンデ ィングの部分は全面 的に解除 さ
れたわけであ って,そ こか ら私が,上 述 の ように,い まなお こだわ りつ"け て
い る中国のデザ イ ンの質 の問題が結果的に生 じて くると思われる。
ここで早急 な判断 は禁物で,か つそれを論ず る場で もないので,他 の機会 を
まちたいが,と もか く,そ う した意味で私が かね て期 待 していた研修 の 目標の
一つが,ま ず旅 の出発点であ えな く崩れ去 ったの は何 とも残念 だった。前記経
済政策 の一環で1980年に決定 された 「経済特別 区」の中で,最 初で最大の規模
を誇る深f)IIの視察が,す さま じいスコールのおか げで水に流 れて しまったので
ある。
それで も,わ れわれ は今一つの経 済特別 区である廈 門,さ らに,同 じ開放政
策によって1984年に 「経済技術 開発 区」 になった ばか りの広州 と上海 を,そ れ
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それ旅 のは じめ と終 りに十分視 察す るこ とが 出来 たのであ ったが,こ う した特
別 の開放地域で は,目 下建設中の廈 門の新 しい街 区に典型的に見 られるように,
やがて外 国資本 との合弁企業の建設 で,ア メ リカや 日本な ど異 国の建築家 の設
計 に よるモダニズムの建築が,さ まざまな意 匠を凝 らし,そ れ らに交 って中国
系が,あ とを追 うかたちで,雑 多なス タイルの ビルが雨後の筍の ように乱立す
る もの と思 われる。
そ う した様式 のカクテルによるカオス もさる事 なが ら,一 体 中国の人たちは
イデ オロギ ーと建 築様式 の問題点 をどう考 えてい るのか と不思議 に思 った。
新 しい体制 に見合 った建築様式が そうたやす く生れ得 ないこ とはわか るが,
いか に 「自由化」 とはい えどうしてこう も無批判かつ無制約 にブルジ ョアジー
の様式 を自在 にうけ入れ た り模倣 した りす るこ とが出来 るのであろ うか。
どうや ら中国人 は,民 族性 として,元 来そ うしたことには全 く無頓着 なよ う
で,21世紀 まで に達成 しようと意気 ごむ 「4つの現代化」 なる社会経済 の大変
革 の前 には,と るに足 らぬ些細 な問題だ と考 えている らしく,そ うした事実 は,
最後に同済 大学 の建築都市計画学院 を訪 問する ことによって,一 そ う明 白に裏
づ けられる ことにな った。
中国の建 築設計の教育 が,技 術的 には もとよ り,デ ザイ ン面で も,も っぱら
日本や アメ リカなど 「先 進国」 のあとを追 うようになったのは,や は り 「4つ
の現代化」が動 き出す80年代 以降のこと と見 られ るが,他 は知 らず,少 くとも
そのデザ イ ン教育 の実態 を見 る限 り,前 記 の基本線の問題 とともに,性 急 なあ
まり,ど うや ら行 き過 ぎが 目立つ ように思 われる。
1981年当時建築学会 々長 だった芦原義信 は,北 京 の清華大学で講 演 した際,
全 国各 地か ら来 た教授 たちの中か ら 「ポス トモ ダンをど う思 うか」 と質問 され
て仰天 した とのべ ているが,(建築雑誌'85-11月)そうした行 き過 ぎの傾 向は,
その後 ます ますエス カレー トしつ ・あ るこ とが今度の訪 問で痛感せ られた。
早 い話 同済大学 でい ただいた同学 出版 の建 築雑誌 「時代建築」('87-1月)
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や,た また ま上海で 見つ けた建築叢書の 中,イ ンテ リア関係 の 「室内 環境 興
気 雰的創造」 な どを見て も,モ ダニズムの線 をとびこえて,ポ ス トモ ダ ンに迫
り,一 気 に後れ を取 りもどそ うとするかのような性急 さや背の びの実態があ り
あ りとうかがわれ る。
ところで今 度の旅の 目的の中で,今 一方の 「民居 」の散 策 は,「城市」 のそ
れ のように は行かず,ほ とん どクルマ による通過 程度 に止 まったが,こ れは上
記の性急な近代化 とは きわめて対照的 な共存 する中国のプ リミテ ィブな文化 的
側面 を垣 間見 られた点 で きわめて有効であ った。
福 建省は古 来か ら 「閾越」 と呼 ばれた辺境 地帯 で,遠 く紀元前,秦 始 皇帝 は
ここに 「閲 中郡」 を置いた といわれるが,こ の地 の原住民,「越人」 とは浙江
省 を北限 として,南 は広東省か らベ トナムに及ぶ広大な分布範 囲を もつ非漢族
の異民族 で,文 明 圏の 「中原」か らすれば,あ たか も古代 ローマ人 に とって の
フ ランク人やゴー ト人 に当 る 蕃 族 に他 な らなか った。そ して今度,民 居地帯
でわれわれはそう した事が現代 中国に もなおあて はまると思われるような情景
に接 して驚 いた のであ る。一 たび城市 の外 に 出るや,そ こには もう タイム ス
リップさなが らの,プ リ ミテ ィブな野性味の色濃 く残る 「閾越」地帯で あった。
そこで私 たちの目をとらえた ものは,細 く短冊形 に切 られた石材 を,垂 直材'
(柱)と水平材(梁)と の組合せ に よる 楯 式構造 によって今 なお石 造民居 を
新築 しつつ ある原住民の姿であ った。
彼 らは この楜式 によって 〈野越 え山越 え〉 の水道橋,さ らには大河 に架か る
石橋 まで も造 っていたのである。
泉州市外 の落陽橋 や,福 州市 の萬寿橋 など,そ のいか なる橋 梁美学 とも無縁
の,粗 雑 でぶ ざまな姿 によって,中 国の一つの土着部族の外貌 を今に伝 える も
のであ ろう。 それは古 来中国が世界 に誇 って来 た美 しい中原 の石造霜 チ橋 と,
あ まりに もきわ立 った対照 を示す もので,こ こにおける対照 とは文化 的な対照
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に他 な らない。 こ うした例 に徴 して考 えて も,一 般 に現代化の将来における中
国のデザイ ンもまた,そ の伝統 と しての文化 的な両極併存の相 を,今 後 もなお
依然 として長 くもちつづ けるので はないか と思 う。
ぶざまな 「閏」の楯式石橋
(上)安平橋(12世紀,泉 州)
「是中国古代花崗岩梁式長橋」
と案内にある。施工技術がきわ
めて拙劣でもある。
美 しい 「中原」のアーチ橋
(中)十七孔橋(北京 ・頤和園)
(下)蘆溝橋(13世紀,北京近郊)
13のアーチからなる壮大な橋,
アルコポーロがその美 を賞 した
ので有名。
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